

















































　そこで，本稿の課題は，青地 [2008c：117-]で紹介した戦前持株会社のコー           

























































② 37 年岩崎小弥太「組織変更ニ関シ社長挨拶」5，③ 38 年「三菱社分系各会           
社間関係事項取扱内規」6 などである。たとえば内規類を見ておくと，出発点










工業は，1943 年の純利益が約 4.400 万円，これは 37 年の 7.9 倍にも達し，払
込資本金で 7.6 倍，固定資産で 9.8 倍の膨張を示した。三菱電機もまた，この
期間の純利益の増加は 8.4 倍になり，払込資本金で 5.3 倍，固定資産で 6.0 倍，
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平洋戦争の始まる 42 年には 40％をも







㪈㪐㪊㪎 㪈㪐㪊㪏 㪈㪐㪊㪐 㪈㪐㪋㪇 㪈㪐㪋㪈 㪈㪐㪋㪉 㪈㪐㪋㪊 㪈㪐㪋㪋
㪋㪐㪅㪏㩷 㪋㪐㪅㪏㩷 㪋㪋㪅㪐㩷 㪋㪊㪅㪍㩷 㪋㪊㪅㪇㩷 㪊㪋㪅㪐㩷 㪊㪇㪅㪊㩷 㪉㪊㪅㪈㩷
㪋㪍㪅㪉㩷 㪋㪌㪅㪌㩷 㪋㪊㪅㪊㩷 㪋㪊㪅㪉㩷 㪋㪉㪅㪐㩷 㪋㪉㪅㪏㩷 㪋㪉㪅㪏㩷 㪌㪊㪅㪊㩷
㪈㪇㪇㪅㪇㩷 㪋㪇㪅㪉㩷 㪋㪇㪅㪉㩷 㪋㪇㪅㪋㩷 㪋㪇㪅㪋㩷 㪋㪇㪅㪋㩷 㪋㪇㪅㪋㩷 㪋㪇㪅㪋㩷
㪋㪐㪅㪐㩷 㪋㪐㪅㪐㩷 㪋㪎㪅㪎㩷 㪋㪏㪅㪇㩷 㪋㪏㪅㪇㩷 㪋㪎㪅㪐㩷 㪊㪊㪅㪏㩷 㪊㪊㪅㪏㩷
㪌㪎㪅㪉㩷 㪌㪎㪅㪉㩷 㪌㪌㪅㪉㩷 㪌㪌㪅㪉㩷 㪌㪌㪅㪉㩷 㪌㪌㪅㪉㩷 㪌㪌㪅㪉㩷 㪌㪌㪅㪉㩷
㪌㪎㪅㪎㩷 㪋㪊㪅㪊㩷 㪋㪉㪅㪐㩷 㪋㪊㪅㪌㩷 㪋㪊㪅㪌㩷 㪋㪊㪅㪏㩷 㪋㪊㪅㪏㩷 㪋㪋㪅㪍㩷
㪈㪎㪅㪌㩷 㪈㪏㪅㪋㩷 㪈㪏㪅㪋㩷 㪈㪏㪅㪎㩷 㪈㪐㪅㪈㩷 㪈㪐㪅㪈㩷 㪈㪐㪅㪈㩷 㪈㪐㪅㪈㩷
㪊㪇㪅㪇㩷 㪊㪇㪅㪇㩷 㪊㪇㪅㪇㩷 㪋㪇㪅㪇㩷 㪋㪇㪅㪇㩷 㪋㪇㪅㪇㩷 㪋㪇㪅㪇㩷 㪋㪇㪅㪇㩷
㪌㪏㪅㪇㩷 㪌㪏㪅㪇㩷 㪌㪏㪅㪇㩷 㪌㪏㪅㪇㩷 㪌㪏㪅㪇㩷 㪌㪎㪅㪇㩷 㪌㪎㪅㪇㩷 㪌㪎㪅㪇㩷
㪇㪅㪇㩷 㪇㪅㪇㩷 㪇㪅㪇㩷 㪉㪌㪅㪇㩷 㪉㪌㪅㪇㩷 㪈㪋㪅㪐㩷 㪈㪍㪅㪏㩷 㪈㪉㪅㪇㩷
㪋㪏㪅㪎㩷 㪋㪊㪅㪇㩷 㪋㪈㪅㪉㩷 㪋㪉㪅㪌㩷 㪋㪉㪅㪉㩷 㪊㪏㪅㪈㩷 㪊㪌㪅㪈㩷 㪊㪉㪅㪎㩷
⴫̆ ޓਃ⪉⽷㑓ߦ߅ߌࠆ㧵㧼㧻ᤨᦼ
ਃ⪉㋶ᬺ ޓޓޓ ᐕ  ᦬
ਃ⪉㌁ⴕ ޓޓޓ ᐕ  ᦬
ਃ⪉㊀Ꮏᬺ ޓޓޓ ᐕ  ᦬
ਃ⪉㔚ᯏ ޓޓޓ ᐕ  ᦬
ਃ⪉ୖᐶ ޓޓޓ ᐕ  ᦬
ਃ⪉໡੐ ޓޓޓ ᐕ  ᦬
ᣣᧄൻᚑ ޓޓޓ ᐕ  ᦬
ਃ⪉␠ ޓޓޓ ᐕ  ᦬
ਃ⪉⵾㍑ ޓޓޓ ᐕ  ᦬





















 ᐕ  ᐕ Ⴧട㗵 Ⴧട₸
ਃ⪉㊀Ꮏᬺ    
ਃ⪉㋶ᬺ    
ਃ⪉໡੐    
ਃ⪉㌁ⴕ    
ਃ⪉ୖᐶ    
ਃ⪉㔚ᯏ    
ਃ⪉ା⸤    
ਃ⪉⍹ᴤ    
ਃ⪉࿾ᚲ    






















ᐕ              
ਃ⪉㊀Ꮏᬺ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ
ਃ ⪉ ⵾ ㋕ ٟ 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙
ਃ ⪉ ㋶ ᬺ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ
ਃ ⪉ ໡ ੐ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ
ਃ⪉ᶏ਄Ἣἴ ٟ ٟ
ਃ ⪉ ㌁ ⴕ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ
ਃ ⪉ ୖ ᐶ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ
ਃ ⪉ 㔚 ᯏ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ
ਃ ⪉ ା ⸤ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ ٟ
ਃ ⪉ ⍹ ᴤ
ਃ ⪉ ࿾ ᚲ 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙 㧙
ਃ ⪉ ㍑ ᧚ ٟ ٟ ٟ






図―１に見られるように 1930 年代はそれを 20％台に落としたが，戦時期に入
るとすぐまた回復，41 年には最高の 43％にまで高めた。この傾向は，三菱本
社社長・岩崎小弥太について象徴的である。表―５によると，小弥太は 31 年
には分系会社８社の取締役に就任していたが，33 ～ 37 年にはわずか３社とな




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































的な経済力は 1939 ～ 40 年頃をピークに以後衰退に向かったと一般に理解され
ていると思われるからである。しかし軍需生産だけは別であった。図―３に示
されるように，それは 44 年まで伸び続け，45 年になってはじめて海上輸送力
の低下による原材料不足と空襲によって壊滅させられたのである（石井寛治
[1991：307・308]）。軍需産業に特化していた三菱分系会社のＲＯＥの高さは，           
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㪎㪅㪇㩷 㪌㪅㪉㩷 㪌㪅㪐㩷 㪌㪅㪉㩷 㪋㪅㪌㩷 㪉㪅㪈㩷 㪊㪅㪊㩷 㪉㪅㪌㩷
㪈㪅㪌㩷 㪊㪅㪇㩷 㪉㪅㪏㩷 㪋㪅㪉㩷 㪉㪅㪐㩷 㪈㪅㪏㩷 㪈㪅㪎㩷 㪊㪅㪏㩷
㪇㪅㪈㩷 㪇㪅㪈㩷 㪋㪅㪍㩷 㪋㪅㪍㩷 㪌㪅㪈㩷 㪉㪅㪎㩷 㪍㪅㪈㩷 㪋㪅㪇㩷
㪋㪅㪈㩷 㪊㪅㪍㩷 㪋㪅㪋㩷 㪋㪅㪐㩷 㪌㪅㪇㩷 㪋㪅㪈㩷 㪋㪅㪍㩷 㪊㪅㪏㩷
           
であるが，三菱鋼材と三菱重工業の長崎製鋼所を吸収して成立した三菱製鋼の




























なっていた（内規 [1938：第 4 条 ]）が，北原 [1940：14]は「現在ノ情況デハ
之ヲ厳格ニ励行サレテヰナイ憾ミガアル」と指摘していた。この記述は大蔵省





















２　旗手勲 [1978：304]。長沢康昭 [1981：94－106]。長沢 [1987：246]。橋本寿朗 [1992：135]。















































21　三菱社誌刊行会編 [1981：第36巻 , 634－636]。
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